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はじめに 

相模原市立博物館では、市民との協働で、様々な活動

を行っている。その一つに「学習資料展」がある。 

これは小・中学校の学習に役立ててもらうため、毎年

11 月から 1 月頃に開催している企画展である。学習資料

展は、企画段階からボランティアの「市民学芸員」が参

画し、展示を作り上げている点が大きな特徴となってい

る。 

しかし、新型コロナウィルス感染症の流行により、相

模原市立博物館でも臨時休館を余儀なくされ、市民学芸

員の活動も制限された。これにより例年のように展示に

向けた準備会を開催することや、イベント等を行うこと

が難しくなり、学習資料展もコロナ禍に対応した形へ修

正が試みられることとなった。 

本稿では、このような困難な状況下での市民協働の実

践を報告する。具体的には、コロナ禍で行われた学習資

料展の企画から展示までの活動内容を細かく見ていくこ

とになる。特に、新たな試みとして導入した「思い出エ

ピソード」に焦点を合わせて、その成果を確認した上で、

市民協働で展示を行う上での課題について述べることと

する。 

 

１．問題の所在 

 令和 2 年 11 月 25 日・26 日の 2 日間にわたって開催

された第 68 回全国博物館大会は、横浜市開港記念会館

を主会場に行われた。2 日目の分科会では、分科会 1「コ

ロナ禍の下での博物館の取組」、分科会 2「コロナ時代の

新しい博物館像」として、3 つある分科会の 2 つが新型

コロナウィルス感染症の博物館への影響に関わるもので

あり、博物館にとってコロナ禍がいかに重大な問題をも

たらしているのか、改めて思い知らされることとなった。 

分科会では感染拡大防止による活動の制限、休館・休

園中の活動、新型コロナウィルス関連資料の収集（注 1）、

オンライン化、経営に関する問題など、幾つもの実践や

問題が提起された。（小野 2021、丹治 2021） 

また、令和 3 年 5 月 31 日発行の『多摩のあゆみ』で

も特集として「コロナ禍に向きあう博物館」が組まれ、

新型コロナウィルス感染症の影響下で博物館がどのよう

な実践を行って、これに対応しているのか報告されてい

る（佐藤 2021、青海 2021、仙仁 2021、菱沼 2021、

斎藤 2021）。この特集では、コロナ禍でどのように体

験イベントを行ったのか、ウェブの活用や展示資料のデ

ジタル化をどう進めていくのか、そして、新型コロナウ

ィルス感染症そのものを博物館はどう捉え展示に結び付

けていったのかなど、今後の活動のヒントとなる事柄が

多数示されている。 

このように、新型コロナウィルス感染症は、博物館に

様々な局面で問題をもたらしていることは、既に多くの

関係者によって報告されているし、また、試行錯誤の中

で様々な試みがなされてきている。 

相模原市立博物館でも感染拡大を防止するために、人

数制限やプラネタリウムの消毒の徹底など、様々な対策

を行っている。ただ、本稿では博物館全体ではなく、特

に感染防止対策と市民協働をどう両立させていくのかに

焦点を当てて報告していきたいと思う。 

そもそも相模原市立博物館では、ボランティアがいな

ければ企画展もイベントも現状のような人員体制のもと

で実施することは難しい。それほどまでに市民学芸員の

存在は、博物館にとって重要な支えとなっている。 

コロナ禍で容易に人が集まれない中、どのように市民

協働で展示を作り上げていくかは、現在進行形の大きな

問題といえる。実際の現場では、博物館、市民学芸員、

来館者という３者の関係の中で、どのように感染リスク

を減らし、かつこれまでの活動に近付けることができる

のかが焦点となる。 

 

２．市民学芸員 

市民学芸員は、平成 18 年度に募集した展示協力ボラ

ンティアを母体に生まれた、相模原市立博物館の市民ボ

ランティアである。年齢層は 20 代から 80 代ではあるも

のの、構成するメンバーは退職後の世代が多い。 

特定の分野に限らずに館の教育普及活動全般に係わる

活動をしており、当館主催事業への協力など個人の単位

の活動もあるが、多くが有志のチームでの活動となる。 

 コロナ禍における市民協働の実施について 
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具体的には、展示替え検討（キャプション、民俗、ク

イズの 3 チーム）、クイズラリー、学習カード作製、紙

芝居上演、ふるさといろはかるた作り、情報発信、イベ

ント補助、学習資料展がある。 

展示替え検討については多少わかりにくいので、3 つ

のチームについて説明を加えておく。「キャプション」は

常設展示室のキャプション改善、「民俗」は民俗資料活用

としてミニ展示を行い、「クイズ」は来館者がより展示に

親しむためのクイズを設置している。 

こうした中で、学習資料展は、小・中学校の学習に役

立ててもらうために毎年開催し、昔の生活道具や家電製

品などを紹介している。 

また、月に一度、市民学芸員全員が集まり、定例会が

開催される。ここではそれぞれの市民学芸員が活動の進

捗状況を報告し、お互い情報の共有を図ることになって

いる。 

 

３．学習資料展の概要とコロナ禍での対応 

学習資料展の開催は、令和 3 年度で 17 回目となる。

市民学芸員が担当学芸員とともに、企画、展示資料検討・

選定、展示のジオラマ制作、展示準備、会期中イベント、

展示片付けなどに大きく携わっている。 

毎年 5 月から開催月まで、月に 1 回、担当学芸員と市

民学芸員の中の学習資料展チームのメンバーが、準備会

と呼称する事前のミーティングを行うために集まり、そ

の内容を決めている。例年「ちょっと昔のくらし」とい

う大テーマは保持しつつ、回ごとにテーマを変えて行っ

ている。 

学習資料展では、毎年共通で行っていることがある。

それは、①ジオラマ作成、②チャレンジ体験、③展示解

説、④思い出掲示板の 4 つである。 

①ジオラマ作成は、資料をただ並べて展示するだけで

なく、居間や台所などのジオラマ制作による再現展示を

している。 

②チャレンジ体験は、会期中の第 1、3 日曜日に開催

している関連イベントである。ブンブンごま、割り箸鉄

砲などの昔あそびや、石臼、薬研などの道具の体験を市

民学芸員が指導しながら来館者に楽しんでもらう。また、

当日は時間を決めて昔ながらの雰囲気で上演する紙芝居

や、市民学芸員制作の「ふるさといろはかるた」 大会な

ども合わせて行っている。 

③展示解説は希望すれば、市民学芸員による展示解説

を行うものである。 

そして、④思い出掲示板では、来館者が書いた感想な

どを貼り出している。これはほぼ毎日更新している。 

しかし、新型コロナウィルス感染症の流行により、例

年通りに①から④をすべて実行することはできなくなっ

た。飛沫感染や接触感染、3 密の回避といった基本的な

感染防止対策を考慮した結果、①ジオラマ作成と④思い

出掲示板は継続することになり、③展示解説は中止とな

った。さらに②チャレンジ体験は、来館者が体験するこ

とができない代わりとして、道具の使い方を説明した動

画を制作し上映する形式に変更した。 

 

４．令和2年度の学習資料展（準備会） 

以下では、具体的に令和 2 年度の 12 月 1 日から 1 月

31 日まで開催された学習資料展について、準備会から実

際の展示までの流れを報告する。 

第一回準備会は通常より三か月遅い 8 月に開かれた。

この時間的な遅れを補うため、担当学芸員が方向性を事

前に決めておき、それを市民学芸員と調整していくこと

で議事を進めた。 

その結果として、令和 2 年度のテーマは、「『今』を主

軸に道具からどのように生活が変化したかを見ていくこ

と」とした。 

これはコロナ禍で人口に膾炙した「新しい生活様式」

を独自のキーワードにし、そこからいくつか象徴する言

葉を抽出し、掘り下げる形で、展開することとなった。

そこで決定されたのが食、衣、情報・通信、買い物、で

あった。学習資料展では、これらに関連する道具の変化

を紹介することとした。 

その際、各々の道具について市民学芸員から自身の体

験を「思い出エピソード」として募り、資料と一緒に掲

示することになった。 

博物館では、感染症拡大を防ぐために、来館者同士の

間隔を 2メートル開けて鑑賞することが推奨されていた

（注 2）。そのため企画段階では資料の配置間隔の確保を

考えており、思い出エピソードのパネルを掲示すること

により、資料の配置間隔を違和感のない形で確保しよう

とした意図があった。 

また調査という視点から見ても、思い出エピソードの

募集は意義のあるものである。前述の通り、市民学芸員

の年齢層は退職後の世代が多く、それは家電が生活に普

及し始めた昭和 30 年代から 40 年代にかけて、子どもの

頃に体験している世代である。当時は実際にそれを体験

した相模原市民のまとまった記録は作られていないよう

である。 

こうした家庭における変化は語られずに消えてしまう

ことが多いが、残すべき貴重な情報だと考えた。事例を

収集することにより、家庭での家電の位置付けや、生活
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の変化の記録として残すことになる。生活史の資料とし

て大変貴重なものになると思われた。 

 ただ、この思い出エピソードについては、以前から構

想があった。というのも、筆者は以前勤めていた博物館

において、似たような試みを行った経験があったからだ

（注 3）。 

 概要だけ説明しよう。まず筆者たちは地域の広報紙を

通じて資料の借用の呼び掛けを行った。これには 80 名

以上の反応があり 350 点以上の資料が集まった。そして

資料を借用する際に、それに関するエピソードを聞き書

き調査し、企画展に落とし込んだのである。 

なお、その際の展示では、同一のものを複数の所有者

から借りた場合、資料のキャプションには資料提供者の

氏名を連名にせず、その所蔵者名のみ記載した。それは

提供資料が所蔵者の個人的な思い出と繋がっていること

を重視し、たとえものとしては同じでも所蔵者が異なれ

ば、それらが持つ主観的な価値（所蔵者の「想い」と換

言してもよい）も異なると考えたからである。つまり、

資料歴が異なれば、同じものでも異なる資料であるとい

うことを示したのだ。 

 しかし一方で、今回は館蔵資料を展示するため、展示

している資料そのもののエピソードではない（このこと

は課題として後述する）。あくまで市民学芸員が館蔵資料

と同じようなものを使用していた頃の記憶を募集したも

のであり、そうした意味では上記の試みとはいささか性

質が異なっている。 

 また、これは副産物的なことであったが、市民学芸員

から思い出エピソードを募ることは、奇しくも以前から

市民学芸員の中で問題となっていたことを解決する一つ

の道筋を与えてくれた。 

以前から市民学芸員の問題として、参加者の固定化が

挙げられていた。登録人数は 50 人以上いるものの、積

極的に参加する人数が少ないため、参加するメンバーの

負担が大きくなっており、より多くの市民学芸員が参加

しやすい体制を築きあげる必要性を感じていた。今回の

思い出エピソードに関しては、自宅にいながらにして企

画に参加することができ、普段はなかなか参加できない

メンバーも容易に関わることができるようになった。 

当初は集まったエピソードから資料を選定し、展示ス

トーリーとシナリオを検討しようと考えていた。しかし、

実際は展示ストーリーとシナリオから展示資料を選定し、

資料リストの中からエピソードを記してもらうことにな

った。 

第一回目の準備会で出た意見としては、次のようなも

のがあった。 

 

・集まったエピソードの資料に偏りが生じるのではない

か。 

・偏りはそれだけその道具の影響が大きかったという証

左なので偏ってもいいのではないか。 

・一人 2 つ以上書いて貰ったらどうか。 

・文字ばかりの展示になるので、展示方法に工夫が必要

だ。 

・文字数は 400 文字が限界ではないか。 

 

しかし、実際には 400 文字でもその文字数のキャプシ

ョンが並んでいる展示は、来館者に読む気をなくさせる

ことが容易に想像できた。一方で書き手のことを考える

と、400 文字ほどないと、そのエピソードの良さは出な

い。結果として、エピソードは 400 文字で募集すること

になった。 

第二回準備会は一回目の一週間後に開催された。その

時に出た意見として、エピソードの偏りが出ないように、

資料リストを元に誰がどの資料のエピソードを書くか担

当を決めたらどうかというものと、実際集まったエピソ

ードを確認した後、エピソードの少ない資料について再

募集をかけたらどうか、というものがあった。 

また集まったエピソードは、9 月の定例会（前述の通

り月に 1 回行われる市民学芸員全員を対象とする会）で

募集、10 月の定例会を〆切にすることが決まった。その

際募集用紙には例文を載せることになった。 

第三回の準備会は、定例会前の 9 月に行われ、募集用

紙にはそのエピソードがあった年代（年齢ではない）、場

所、性別を明記してもらうこととした。 

準備会は第 6 回まで開催され（第四回 9 月半ば、五回

10 月半ば、六回 11 月半ば）、ここでは集まったエピソー

ドの確認が行われた。表１を見ても明らかなように、エ

ピソード時の居住地をみると、相模原育ちの人よりも、

様々な地域から移住している人が多いことがわかる。 

 

５．令和2年度の学習資料展（展示） 

10 月の定例会までに集まったエピソードは、11 月の

定例会までに、担当学芸員の手でデータ化され、400 字

ほどの文面は 100 文字程度の短文に編集された。その上

で、11 月の定例会にて、書き手の市民学芸員が内容を確

認し、修正を施したのち、パネル化した。 

思い出エピソードのパネルには、資料名、エピソード、

エピソード時の居住地域、時代、現在の年齢、性別を記

した。パネルはＡ３サイズで、資料を「解説」したキャ

プションとは別であることを示すために、下地の色を薄
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い赤や青などにし吹き出しをイメージした円の中に書き

出した。また、短文化する際にはストーリーの核となる

部分をなるべく残し、原文の個性を消さないようにした。 

このように準備をして行われた学習資料展であったが、

令和 2年度の展示は新型コロナウィルス感染症の感染拡

大によって、会期途中で博物館が臨時休館となり、終了

することになった。 

 

６．令和3年度の学習資料展 

前年度の展示が会期途中で終了したため、令和 3 年度

も展示資料やテーマをあまり変えずに展示を行うことに

なった。 

ただし、展示スペースの拡大や他のボランティアグル

ープと共催するなどの事情もあり、資料数は増えた。ス

トーリー展開も前年度とは異なるものになっている。 

また、昔遊びを体験してもらうチャレンジ体験は、新

たな方法で実施した。ブンブンごまの作り方・遊び方の

動画を作成し、家で作って遊べるよう「ブンブンごま作

成キット」を作成し配布を行った。これらの取り組みも

機会を改めていずれ紹介するつもりである。 

「思い出エピソード」については、引き続き行うことと

し、令和 2 年度のように何度も準備会で検討するのでは

なく、第一回の準備会で大筋の内容を確認し、新しい資

料リストをもとに思い出エピソードを再度募集すること

になった。 

 

７．思い出エピソードの成果 

 さて、令和 2 年度、3 年度の学習資料展を終えて、思

い出エピソードを導入した成果について述べていきたい。 

学習資料展では来館者へのアンケートを行い、展示に

関する感想を得る一つの手段としていた。その中で思い

出エピソードについては、以下のようなものがあった。 

 

・昔の人がどんな暮らしを想像する手助けになった。 

・自身の持っている思い出を思い出した。 

・資料ひとつひとつに人の思いがたくさん詰まってこと

が分かった。 

・やっと歴史に興味のでる年齢になったが、祖父母は亡

くなってしまい昔の“生きたエピソード”を本人から聞

くことはできなく、もどかしく感じている。ここで年配

の方の話を聞いて感動した。 

 

 これらは一部であるが、おおむね来館者からは好意的

な感想を得ることができた。また、アンケートではなく

封書にて、「一つ一つに思い出が詰まっているよう」と、

冷蔵庫などいくつもの資料について、自身の思い出を書

いて送ってくださった方もいた。 

 こうした反応から、思い出エピソードの掲示は、観る

人の記憶を触発し、また実際に経験していない人も含め

て、展示資料と来館者を繋ぐ役割を担ったことが示され

たといえるのではないだろうか。 

では、実際に展示された思い出エピソードの内容につ

いてどのような傾向が見られたのだろうか。 

前述の通り、思い出エピソードは市民学芸員の過去の

体験であり、必ずしも相模原市におけるものではない。

多くが幼少期や若年期を過ごした他の地域での体験であ

り、思い出エピソードから相模原市の地域性を読み解く

ことはできなかった。 

事前にある程度予測した通り、思い出エピソードの内

容は、自身が子供だった頃の家電についてものが多かっ

た。ただ、比較的早く普及した電気炊飯器などの調理に

使う家電についてのものは少なかった。 

準備会でも意見に上がったが、やはり実際にエピソー

ドを募集すると、選択される資料には偏りが生じた。目

立って多かったのは、ラジオやテレビなど、子ども時代

の娯楽に関する道具である。従って、市民学芸員の記憶

の中で楽しい思い出が大きな印象として残っていること

が窺えた。 

次に多かったのが、謄写版に関するエピソードである。

書かれたエピソードがすべて苦労した思い出で、謄写版

が身近な道具であった分、大変な思いも沢山しただろう

と想像される。これは一見すると娯楽に関する道具の思

い出と対照的に感じるかもしれない。しかし、実際の文

章からは謄写版に対する懐かしさや愛情が伝わってきて、

単なる苦労話ではないことがわかる。 

加えて、市民学芸員ではなく、来館者アンケートでも

70 代以上の方が何人か謄写版について自身の思い出を

書いている。謄写版からタイプライター、ワープロ、パ

ソコンとその変化を実体験している世代が今 70 代であ

り、彼らにとっては非常に思い出深いものであることが

発見できた。 

 思い出エピソードでは、自分の家庭では、道具を本来

の使用方法とは異なる用途で使ったというものもあった。

具体的には、絞り機付き洗濯機を使い、歯磨き粉を最後

まで使うためチューブを絞り出すというものである。こ

うした話はなかなか聞く機会がなく、表に出て来ないで

埋もれてしまう可能性が高い。 

 今回、思い出エピソードを導入したことは、コロナ禍

における市民協働の展示をなんとか成立させるための工

夫であった。しかし、これによって、それぞれの展示資
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料が日常生活の中にあった時の空気感を伝えることがで

き、単純に感染症予防のための変更ということ以上の成

果をもたらすことができた。 

 思い出エピソードの作成は、市民学芸員への調査とい

うだけではなく、来館者が新たな知見を得たり、過去へ

と思いを馳せる契機となり、そこから自己と展示の結び

つきを見つけたり、それ自体が一つの資料としての意味

を持ったと考えられる。だとするならば、今回の試みは

市民と協働で新たな資料を作ったということになるので

はないだろうか。 

 

おわりに 

最後に、新型コロナウィルス感染症の流行する中での

学習資料展において見えてきた課題について述べておき

たい。そこにはコロナ禍ならではの課題だけではなく、

非常時だからこそ明瞭になった市民学芸員の課題や学習

資料展そのものにおける課題も見つかった。 

 はじめにコロナ禍における課題である。今回、新型コ

ロナウィルスの感染予防のために、来館者が直接昔あそ

びや道具の使用を体験することができなかった。また、

市民学芸員による展示解説も中止となった。 

代替案として映像の上映やキットの配布などはあった

ものの、やはり市民学芸員と来館者が直接交流し、学び

の場をともに形成するような従来の方法とは理解の度合

いが異なってしまう。感染症を予防しながらも、来館者

が主体的に学べる方法を模索していくことは今後の課題

となるだろう。 

 次に、市民学芸員そのものについての課題がある。前

述の通り、そもそも市民学芸員の抱える問題として、参

加者の固定化・少人数化があった。これにより、積極的

に参加しているメンバーの負担が大きくなり、事業を行

うのが困難になっていく可能性がある。今回は思い出エ

ピソードという方法で参加者をより多く募ることができ

た。展示終了後に市民学芸員へ行ったアンケートでも「市

民学芸員一人一人の体験がパネルで展示されて良かった」

と評価する声が聞かれた。しかしながら、コロナ禍では

なくとももっと多くの市民学芸員が活動に関われるよう

な方法を考えていく必要があるだろうし、また市民学芸

員の「やりがい」についても考えていかなければならな

いだろう。 

 初めに記した市民学芸員のチームから分かるように、

多くの市民学芸員は博物館と来館者を繋ぐ人対人のコミ

ュニケーションの喜びをその原動力としている。今回の

思い出エピソードの取り組みは、たとえ後日来館者から

の感想を伝えたとしても、間接的なコミュニケーション

に変わりなく、市民学芸員が望む「やりがい」を得られ

るものなのかは疑問が残る。 

 それから、思い出エピソードそのものについての課題

である。前述したが今回の思い出エピソードは、展示資

料そのもののエピソードではない。あくまで同じ道具を

使用していた市民学芸員の思い出を文章化したものだ。

しかし、読み手に目の前の資料そのもののエピソードだ

と誤解させる可能性はある。実際の展示では、一つの資

料に対し、複数人の複数のエピソードを紹介することで

解決策を試みたが、やはりまぎらわしいことに違いはな

いだろう。 

 また、書き手が勘違いして、誤った情報が書かれてい

る可能性があることも考慮しなければならない。こちら

も対策として書き手の情報をパネルに記載して、個人の

エピソードであることを強調した。今後は民俗学におけ

るライフヒストリーの重要性を踏まえた上で、個人の記

憶と客観的事実の提示のバランスについてはもう少し考

えていく必要がある。 

 このように、今後の課題といっても、様々な位相に重

層的に存在していることがわかる。それらをひとつひと

つ整理した上で、どのような状況下でも市民と協働で活

動していく方法を見つけ出し、ともに挑戦していくこと

がこれからも求められていくだろう。 

 

注 

（1）相模原市立博物館でも令和 2 年度の学習資料展で

一部新型コロナウィルス感染症関連の資料の展示を行っ

た。 

（2）日本博物館協会「博物館における新型コロナウ 

ィルス感染拡大予防ガイドライン」には、「来館者同士の

距離を確保すること（最低 1 メートル、できるだけ 2 メ

ートルを目安に）」とある。 

（3）杉並区立郷土博物館で平成 26 年度 9 月 20 日から

2 月 7 日に開催された『東京オリンピック・パラリンピ

ック 50 周年記念 杉並区立郷土博物館分館企画展 

1964 東京オリンピックと杉並』にて実施。 
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写真 「思い出エピソード」掲示の様子 

（令和２年度学習資料展） 
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